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親子聞における養育態度の認知差 (1)

村尾能 成 ・南 外 栖 枝

Difference in Perception of Matternal Attitude betweeen 

Mothers and Their Children (1) 

BY YOSlllNARl MURAO AND NARAE NANGAl 

目 的

匁の養育態度が子供の人格特性の形成lζ与える彰響性については多数の研究があるが， 他方， 規

の態度それ自身よりも， その態度を子供がどのように認知しているかが重要であるとも考えられ

る。(1.5.6.7)本編はζの点に関述して， 親子の益育態度の認知の差異と両者の性絡との関係を吟味せ

んとした研究の一部で，認知の差異を主としたものである。

手続及び方法

I 養育態度の調査 親が自認する養育態度及び，子の認知する親の養育態度については，藤原ω

の質問紙を同内容異文章にしたもので.10の生活領域iとお砂る養育態度の認知を，貌と子lζ同一内容

のものをそれぞれ質問形式を変えて実施した。子供lζ対しては，各学校，集団で実施し，小学生tζ対

しては各問ごと読み上げ，質疑応答の後記入せしめた。綬Iζは家庭lζ於て記入，児童を通じて回収し

た。 (回収率96~ぢ)

E 調査対象 大阪市東北部の住宅地，高庖街の多い地峻，生活程度は巾の上げ大多数の地区の小

第L表 調査対象

学 年 小学 5 年 中学 2 年 高校 2 年

性~別:::--.....対.......__象
メμ、a nl・

男 女 男 女 見 女

児m・生徒 44 44 44 44 27 66 269 

母 貌 44 44 44 44 27 66 269 

注親子どちらか一方回収不能のもの，母が護符にあたっていないものは

除外した。

( 13 ) 

-中 ・高校生とその母貌

を対象とし児lUは昭和38

年10月中旬より下旬の聞

に各教室で実施，舟規の

実施，回収も同期聞に行

った。調査人口は那l表

の通り。
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結果と 考察

I 認知の差異の発達差 各生活領域ととの緩と子の認知の一致，不一致は第2表の通りである。

第2表 認知の一致，不一致(学年別，領核別)

学 年 小学 5 年 中 学 2 年 市 校 2 年

扇町¥一致|不一致 x2ー検定 一致|不一致IX2ー検定 一致|不一致IX2ー検定
将 対と 52(46) 48(42) X2= 0.18 75(65) 25(22) X2 =21. 25料 79(70) 21( 9) x2=29.22事本

勉 強 69(ω) 31(27) x2=12.52料 日(53) 37(31) x2= 5.76* 69(48) 31(22) x2= 9.64料

友 人 66(57) 34(29) x2= 9.12料 73(64) 27(24) x2=18.16材 65(臼) 35(29) x2= 7.35* 

越 味 59(50) 41(35) x2= 2.64 55(47) 45(38) x2= 0.95 54(45) 46(39) x2= 0.43 

遊 び 47(39) 日(44)x2= 0.30 52(45) 48(42) x2= 0.10 56(37) 44(29) x2= 0.97 

手伝い 38(33) 62(54) x2= 5.07* 46(37) 54(45) x2= 0.98 48(35) 52(38) x2= 0.12 

衛生習慣 45(39) 55(48) x2= 0.93 45(39) 55(45) x2= 0.43 51(39) 49(37) x2= 0.05 

礼 儀 44(39) 56(49) x2= 1.14 43(38) 57(48) x2= 1.16 45(39) 55(48) x2= 0.93 

叫面じ， 舎 56(49) 44(38) x2= 1.39 46(40) 54(47) x2= 0.56 51(42) 49(41) x2= 0.01 

遺 51(45) 49(43) x2= 0.05 58(48) 42(35) x2= 2.04 58(45) 42(33) x2= 1.85 

名数字は%. ( )内は頻数， 叫ま 596以下， "は196以下の危険率で有意。無搭を除外したので，

各領減lとより調査人員に差がある。

小学生の手伝いの領域をのぞき，有意な領域はいずれも一致の方lζ高い傾向がみられた。

また発達的に増加の傾向がみられるが(第3表).有意な差

は認められない。各生活領域ごとの一致，不一致の発達的な差

は(第4表).将来の領域のみが有意であり，学年とともに一

致の傾向がみられる。乙のような傾向は以上の各結果に於ても

みられるが，高学年となるとともに，将来の計画の乙とは綾子

間に於て，積極的なものになり両者の話し会いがあり， 考えや

態度の類似皮が高まるためと考えられる。

第4表 一致，不一致の 発達 差 (96)
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生活傾城 友人 手伝一民俗|髭舎 小遣
み......__、一致|不一 致|不一一致ド-一致!不-:-Ixl不一一致|不一一致:不一 |不一「致:不一一致|不一
小 ・ 5 52 I 48 

主事主主主4455515541559444354t56 7 5 5454a14459 4 4 
51 49 

中 ・ 2 75 I 25 58 42 

高 ・ 79 I 21 58 42 

x2_検定 x2=16.63本孝 x2=0.72 x2=1.臼r2=0.76x2=0.94 x2=1. 69 x2=0. 25Ix2=0. 26 x2=2.06 x2=0.99 

I 親の養育態度の親子聞の認知差 養育態度 (4型)別の，各生活鎖域Cとの一致は第5表の通

りで，民主的態度で各生活倣域の一致傾向が強く，低学年ほどとの傾向がみられる。他方，放任的，

( 14 ) 
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専制的態度を示す親が節域によっては増加する傾向がみられる。不一致については， 4つの養育態度

第5表 4つの食育態度における一致の傾向(%)

放任 溺 愛 J!j: ~~J 民 主

の型の間で

12の不一致

三喜小5I rド2I日2 小5I中2I日2 小5I中2I高3 小5I rt 2 I丙2
がみられる

が乙れを3

1!判ζ分ける
1守 来 。。1 4 12 
勉 強 。11 15 。。
友 人 7 19 9 。。
j盤 味 8 17 11 。11 
遊 び 3 7 5 5 4 

手伝い 9 11 23 3 3 

衛生習慣 。15 38 。。
礼 儀 5 。8 18 24 
凶.. じ， m: 8 45 55 2 5 
遣 。5 18 4 4 
一

数字は，領域別，学年月IJの百分率。

14 4 5 。7 4 。2 2 
2 。。
3 15 20 

9 21 16 

1 26 31 

3 15 45 

10 。5 
13 9 10 

3 92 。93 
2 91 

2 92 

5 77 

26 67 

5 74 

36 62 。90 
7 87 
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79 

72 

69 

70 

54 
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45 

81 

82 
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89 

85 

87 

42 

56 
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45 

62 

(第6表)

③親子聞

の認知がと

もに望まし

くない態度

の型で不一

致⑧殺の

認知する態度が望ましくない型， 子の認知する態度が望ましい型で不一致，(C)⑧の逆の協会の3つ

である。

第6表 ;j@育態度』ζ対する親子聞の認知差(歩数)

主主
A B C 

放任溺愛専制 放任 |溺愛|専制 民主

務愛 |専制 放任|附l放任|溺愛 民主 放任|溺愛 |珊 l

小5 。。。1 。。。3 。3 20 15 
将 来 中2 。。。。。。。6 。3 8 5 

t"1i 2 1 。。。。。。4 。 5 8 1 
小5 。2 。。1 。1 。9 3 1 10 

勉 強1 事2 。。。。1 。8 。2 7 。14 
日3 。。。。1 。2 1 1 14 。 4 
。 1 1 。。。1 1 4 11 3 6 

友 人 中2 。 1 1 。1 。1 1 。14 1 1 
t:j 2 。。。。2 。1 。 2 20 。4 
小5 1 。。 1 1 6 1 5 6 9 3 

.lli! 味 中2 3 。1 。。6 5 2 10 13 3 
日2 5 1 。。。2 2 。19 7 。
小5 1 1 1 1 。3 2 2 6 5 6 16 

遊 び 中2 1 。2 2 2 3 6 2 7 11 4 4 
高2 。1 1 。2 1 3 1 5 10 。 5 
小5 1 1 2 3 17 4 2 3 15 2 2 2 

手伝い 中2 2 4 2 。12 。3 3 13 7 2 3 
高2 3 。2 。 6 5 。2 8 7 5 。

( 15 ) 
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小5 3 1 1 。2 3 1 2 14 9 7 5 
衛生習慣 中2 1 2 l 2 7 2 。2 8 12 6 7 

高2 。。3 1 6 。。。6 12 。7 
小5 1 1 1 5 1 5 。6 8 3 9 9 

礼 {議 中2 3 1 。4 1 4 2 2 2 4 13 15 
高2 1 2 1 2 1 8 。2 2 5 16 8 
小5 2 1 5 。。。4 。2 16 5 3 

雪"守3争li 書 中2 1 。2 。l 1 2 。。29 9 3 
同2 1 。9 。1 。。。。22 6 2 

:退陣|;1 
。。1 4 。4 10 8 4 11 。1 。。。。1 6 13 4 11 。1 。。。。1 3 14 9 4 

註 ③母の自穏する態度 ⑧子からみた母の態度

C群に不一致が高い。親の袋態度を評価する場合，身美を受ける側は与えるmlJより厳しく ，不合理な
ものとみ，親は自分のやり方をー居合理化して考える傾向があるとも考えられる。 (4.8)

一致 ・不一致の差の認みられる「将来」において， ズレの傾向は殆んどC携にある。学年とともに

親の民主的態度を放任的ととる傾向がふえ，溺愛 ・専制的ととる傾向が減少している。子供の成長と

ともに，親の子に対する接触の機会，養育行動の減少や自主性尊重など親の民主的態度から子は親の

態度を放任とと りやすい一方，親の態度iζ対する理解の増加が民主的態度を溺愛 .I，.~:制的 と はと らず

正当に評価するようになるというこ方向の発達が考えられる。

E 認知差についての子供の性差 各生活領域ごとの子供の男女別の認知差は第7表の通りで，有

意な共通の領域は将来，友

人のみであった。全領域に

ついての一致 ・不一致の差

は第8表の通りで，有意差

(x2=28.12**)が認めら

れた。全体として女子の方

』ζ一致が多く ，男子は半数

以上が不一致の傾向ぞ示し

た。各領域ごとの認知差は

第9表の通りで，有意差の

認められた生活領域で，女

子の一致傾向が高い。男子

においても，将来，勉強の

2領域では一致の方が多い

第7表 一致，不一致の比較

性 53IJ 男 女

与量ト 一致 |不一致Ix2-検定 一 致 |不一致Ix2・検定
将 来 ω(槌) 40(46) x2= 4.25* 75(113) 25(37)1 X~ =38.51材
勉 強 55(59) 45(48) x2= 1.13 76(102) 24(32) x2=36.57** 

1王 人 64(71) 36(40) x2= 8.65材 71(104) 29(43) x2=26.33*本

趣 味 43(46) 57(62) が= 2.37 66( 96) 34(ω) x2=14.49** 

遊 び 46(47) 54(56) x2= 0.75 56( 74) 44(59) x2= 1.69 

手伝い 31(33) 69(73) x2=15.09*本 53( 72) 47(64) z市=0.47 

衛生習慣 47(50) 日(56)x2= 0.34 48( 67) 52(74) x2= 0.35 

礼 ~& 39(44) 61(68) x = 5.14キ 48( 72) 52(77) x2= 0.17 

edOE b f空 46(日) 54(58) x2= 0.59 54( 81) 46(臼)x2= 1.13 

遺 43(47) 57(臼)x2= 2.32 65( 91) 35(48) x2=13.30肺

各数字は 96， ()内は頒数

( 16 ) 



が，女子より低い。以上の結果は認知差Iζ性差のあるとと

を示すが，~正子は男子より母mとの認知lのずれが低い。

f写室受と女子の綾子関係、における特質を示すと考ーえられる。

男子に比しf;，・r-の丹子関係が，家事という仕事を通じて緊

宮であり，依存的な関係の中で，役割の学習，母への同一

化が行われ， J5-ぇ}jや態度の怒í~.lが形成され易いと与えら

村足・南外:li育態度の毘知1.;

第8表 令領繊の一致.不一致{ゐ)

、、』項目
十四~""ij"-之三一致不一致 計

IJl 

!J:. 

1∞ 
1∞ 

47 

61 

日

39 

第9表 領域日1J，一致，不一致のftA(勉}

- 89ー

が検定 x~=7.39.* 'x2=l1.8 Ix 2 =2.31Ix2 = 本*lx~ =2.36Ix~= ".lx2=0.25Ix2=2.091x2=1.54Ix2= •• 
I 1 1 13. 721 1 U.621 1 1 1 12.95 
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れる。(&)性差の認められる 5つ

の生活傾峻の各々については，親

のとる妥育態度l乙性差は認められな

い(第10表〉。全額壌について， 性

別と淀f1態度の聞には有志差

(x2=11.603勺 が認められ，有意

な5官ri1設にも性差 (x2=8.74・)が

認められるが，男女ともに民主的態

度の認知で高い一致を示している。

一致，不一致の性差のみられた5生

活飢ほの不一致は第11表の通りで，

符 合 I24 41 I 4 6 I 2 1 70 52 12の型の不一致には性初E認められ
小 選 I 4 10 9 7・13 7 74 76 ろが(が =21.54**)， 3若干のズレ

の中で，男友ともCの不一致が高く

次いでBのズレとなっている。i.Qに対して好ましい態度をもっ子供は，t更の専制的，放任的態度を好

ましきものと受容し，否定的態度をとる子供Iま穫の態度の型にかかわりなく，それらを否認する傾向

があるといわれるがω，上J己の結果にも同桜な傾向がみられる。 5つの生活領域それぞれのズレの傾

向には性差はみられなかった。

W 養育態度認知の一致程度 名生活領域の一致の1'7，而を得点化 (1OJP;前， 0 から10l~i.)し ， また

( 17 ) 
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第11表 養育態度1<::対する親子胞の認知差(男女別〉

群 lliJ
A B I C 

生主 言放任溺愛専制加|糊 |専制民 主

液愛 |専制放任 |専制放任 |溺愛 民 主 放任|溺愛|酬!

男 1 
将 来

女 。
。

勉 強 。
男 6 

趣 味
女 3 

男 5 
手伝い ， 

女 1 

男 1 
遺
女 。

数値は頻数， ( )内96

平均中心として，lSDの

箱聞を中，それ以上を上，

以下を下と各程度に分類し

た。学年別，男女月IJの得点

分布は第12表， 一致程度は

第13表の通りであった。

一致程度の学年発，性差は

とも に有志!~ (x2=1.57発棒，

x2=11.298U ) であった。

中学生が一致度が高いが，

発達的に一義的な傾向は見

られない。また，女子が一

致度が高い。乙の結果も上

記各結果と同様に，一義的

発達差がなく ，性差が見ら

。。。。。 1 4 。
。。。。。。8 。
。。1(2) 。7(15) 。4( 8) 

1(3) 。。2(6) 。3( 9) 。8(25) 
1 。 1 1 。6 4 5 
2 1 。。3 7 6 2 
4 4 3 16 4 2 2 15 

1 2 。18 5 3 5 18 
。2 。 2 。2 14 
1 。。 2 。4 5 
⑧母の自認する態度 ⑧子からみた母の態度

致li--l;
中 2

致高 131

狙E 77 

72 
究同主
高 481 111 111 71 3 

致

不
一
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合!t

党ド&: 

( 18 ) 
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14(29) 

10(31) 

18 
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19 

15 

15 16 

21 5 

1(2) ~0(42) 

。8(25) 
14 6 

14 。
6 3 

3 2 

11 11 

5'i 13 

計 |平均
i得点

88 I 5.1 
21 88 1 5.4 

93[ 4.9 

88 
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れる乙とを示している。
第13表 学年別， tlJjIJ-致程度(%)

| 上 |中|下|計

小 5 31(幻)35 (31) 34(30) 1∞ (88) 

中 2 29(25) 55 (49) 16(14) 1∞ (88) 

高 2 28(26) 39 (36) 33(31) 1∞ (93) 

男 22(24) 41 (48) 37(43) 1∞(115) 

女 35(54) 44 (槌) 21(32) 1∞(154) 

計 29(78) 43(116) 28(75) 1∞(269) 

( )内は頻数

要 約

義育態度lζ対する税子間の認知の差異と性格の連関的研究の一部として，10の生活領域における養

育態度について質問紙法lとより，小，~þ ， 高校生の母親の自認する養育態度と子供の認知する規の養

育態度の一致，不一致について検討し，次の結果を得た。

1) 親子ftfJの認知の全体的な一致 ・不一致には一義的な発達的傾向は認められないが， 低学年に比

し高学年で一致の経度は高い。女子は男子に比して一致の比叡が高く ，10の生活領域における一致を

得点化した一致程度においても高い。

2) 認知の一致E干においては，認知態度は民主的態度で一致する傾向がみられる。不一致群では，

母親の認知する民主的態度を子供は養育上望ましくない態度に認知する方向で不一致する傾向がみら

れ，ζの傾向は女子において顕著である。

3) 発達的iζ見ると，低学年では，親が白認する民主的態度をより専制的態度に認知し，またその

逆lζ認知する傾向がみられるが，養育が行われる生活鏑峻によって多少異なっている。
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Sumrnary 

This study was designed to furnish informations about differences between mother' 

s perceptinn of child rearing attitude and chi.ld〆s perception of expressed maternal 

attitude. Subjects consisted of 269 children， from 10 to 15 years of age， and their 

mothers. The questionnaire， mother〆sform and child乍 containedthe same question in 

variant styJe， which rating maternal behavior of 10 daily life areas in four attitude 

types (democratic， indulgent， autocratic， laissez-faire) ， used to measure perception 

of maternal attitude. The following results emerged. 

1) No significant developmental changes were found in differences between moth-

er〆sperception and child' s of maternal attitude， although the differences were grater 

in the elder age group than in the younger age. Sex differencees in perceptions of 

maternal attitudes in 10 daily life areas were found. The perception of the girlE， in 

comparison with the boys， resembles closer to that of the mother. 

2) Congruences between mother's and child's perception of attitudes in 10 daily 

life areas braught about in a democratic attitude. The discrepances in perceptions 

were found in the way in which child perceived mother's desirable attitude as a 

undesirable one. Such discrepances occurred in both sexes but the tendency was grater 

in the girls. 

3) Developmentally， the younger group tend to perceiving motherヤ democratic

attitude as the autocratic and vice versa， while this tendency varied partially in each 

of 10 behavioral areas of daily life. 
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